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【課題内容】 
 
添付のイラストレーション（資料 A を元に描いた肩の図）に外形から内部を想像して、あ

たかも透視しているように肩甲骨を描き加えて下さい。 
描き加える骨は肩甲骨以外に、肩甲骨を同定しやすくするため上腕骨、鎖骨、広背筋、僧

帽筋など周辺の筋骨を加えても良い。 
骨筋の形状などの情報は資料 B から理解し、さらにその他の資料を自ら集め、正しいと思

われる形状を求めてイラストレーションを完成して下さい。 
 
また、イラストレーション完成までの考察過程を箇条書きに記述して下さい。 
 
補足説明： 
（描画方法） 
描画のイメージは資料 C のような主に線を用い、鉛筆で描いて下さい。 
色が必要と思われた場合は色鉛筆を使って下さい。 
 
（描画の取り組み方） 
絵の上手さを求めるのではなく、正しいと思われる形状に行きつくためのプロセスやそれ

に伴う情報収集が重要です。 
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資料B-1 グレイ　解剖学アトラス　原著第１版　塩田浩平(訳)　エルゼビア・ジャパン　より



資料C 体表から構造がわかる人体資料集　佐藤 良孝　廣済堂出版　より
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